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目を合わせて   体を向けて   時間いっぱい  

 校長  本多 妃佐子 

 本校 PTA の鹿島田会長さんに「宮田小の子どもたちは、目と目を合わせてしっかり挨拶できる
子どもたちですね。」と、褒めていただきます。うれしかったと同時に、さすが多くの方と接する
会長さんだと思いました。「いい子どもたち」と言うより「しっかり挨拶ができる」という言い方
が何を評価してくださったのかわかります。さらに、「目と目を合わせてしっかり挨拶ができる」
と、具体的に言っていただくと、なぜ褒めてくださったのかよくわかりますし、私たちのことをよ
く見てくださっているのだと、心が温かくなります。 
 挨拶をすることは、心を開いて相手に迫ることです。ですから挨拶をすることで人間関係がよく
なっていきます。返事も同じです。挨拶は人を大切にし、自分を高め、関係をよくしていくこと、
ひいては集団としての力を高めていくことなのかもしれません。 
 
 学級では、発表する人のほうを見て話を聞くように、担任の先生が指導しています。1 年生では、
「おへそを発表する人のほうに向けましょう。」とお話ししていますし、クラスによっては体ごと
発表する人のほうに向けて聞いていることもあります。これは、相手との関係を大切にしています
よ、ということを表現しています。うなずきながら話を聞いている子は、どんな小さな話も見逃さ
ないように思います。 
 
 ホームページの「宮田小ニュース」でご紹介しました通り、課題が終わった後に、時間いっぱい
余白に字を練習したり、色塗りをして仕上げたりする子どもがいます。入学したての 1 年生にもた
くさんいます。宮田小の子どもたちは予習をよくしていますから、ともすると、「そんなの知って
る」「簡単！」と、さっと終わらせて遊んでいる子も見かけます。 
 一つの答えが出て満足するのではなく、さらに、 
・別の方法で ・いろいろなやり方で  ・違う場面で応用して  ・自分だけの仕上がりで 
時間いっぱい取り組んでほしいと思います。 
 日常の学校生活から三つのことをお話ししましたが、どれも自分を磨くヒントがあると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育施設・遊具等の安全点検 
宮城県白石市の小学校で、防球ネットの木製の支柱 1 本が折れ、

二人の児童が死傷するという痛ましい事故がありました。「宮田小は
大丈夫だろうか。」「わが子が通っている学校は、どのように安全を点
検しているのだろうか。」と、不安に思った保護者の方もおいでにな
ったと思います。 

今回は、本校の月例安全点検の実施と市川市の学校体育施設等管
理状況点検についてお話しします。 

毎月 11日は安全点検日になっています。担任は各教室・廊下・階
段などをチェック項目に従って目視触診して点検します。各主任は、
理科室 音楽室 家庭科室 図工
室 図書室等の特別教室の点検も
併せてします。給食室 事務室 職

員室 校長室 昇降口も担当が決まっています。また、校庭や体育館は
体育主任が行います。各担任・各主任から上がってきた安全点検表は、
安全主任が確認して、用務員が修理・補修できるところは教頭が指示し
て行います。用務員が修理・補修できないところは、用務員リーダー（各
ブロックに配置されています）に派遣を要請するか、業者に依頼します。 

多い修繕は、トイレの水栓の不具合 教室のドア・窓の不具合 電球
の交換 コンセントの不具合 床の剥がれ・めくれなどです。 

一方、市川市が行う学校体育施設等管理状況点検は、年 3 回、防球
ネット 肋木や鉄棒 バスケットゴールやサッカーゴール プールや
砂場 体育館、そして跳び箱やマット 踏切板などの用具も点検します。 
10 月には、保健体育課から職員が来校し、本校職員が指導を受けると
ともに、遊具の修繕や用具の修理を依頼して直してくれます。昨年は砂
場の砂が、校庭に流れてしまうため、2 リューベ足していただきました。 

ある学校では、安全点検を高学年の児童と一緒に実施しています。安全に気を付ける視点を養うとと
もに、一人一人が施設や遊具の安全な使用を意識化させるためだそうです。 

子供たちにとっては、「すべてのものは、遊び道具になりうる」という
認識をもって臨む必要があります。安全点検を一層確実なものにするため
に、保護者の皆様の目も貸していただき、お気づきの点がございましたら、
教頭までお話しください。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

地域の方より   ５/６（木）１６:００頃 お年寄り二人がスポーツセンターの帰りに宮田小前を
通りかかったところ、リュックのファスナーが開いていることを４年の女の子が教えてくれたそうです。 
「明るく礼儀正しくて、日ごろの指導の成果ですね。」とおっしゃっていました。 

運動会について 第２報 

 運動会まで２週間となりました。千葉県に発出されています「蔓延防止等重点措置」、東京都
に発出されています「緊急事態宣言」が５月末まで延長されたことはすでにご承知のとおりです。
また、市内小中学生の陽性者の報告が増加したことと併せて、これまで学校では濃厚接触者と認
められなかったケースも濃厚接触者と認定される事案も出るようになりました。そこで、 
 児童の活躍の場を大切にしつつ、感染拡大予防の対策を取り次のように変更いたします。 

【変更前】・２部制の運動会 
【変更後】・学年ごとの運動会 

８：４０～   １年→２年→３年→４年→５年→６年 
         時間の詳細につきましては、別紙でご案内します。 

・開会式 閉会式は放送で行います。 
        ・高学年には、応援団や係の役割を果たせるように配慮します。 
        ・保護者の検温は家庭で必ずしてから来校ください。 
         並んでいただく場所が狭く、密になることが予想されるため 
※ コロナウイルスの感染状況によっては、再度変更することがございますことをご了承ください。 
※ 皆様のご理解とご協力を切にお願いいたします。 

令和３年度 市川市音楽関係行事の開催について（お知らせ） 
（１） 市川市児童生徒音楽会   

・日 時 11 月 10 日（水）午前 
・場 所 大洲小学校体育館            
・参加者 ６年生全員 
・発表曲 学年合唱 曲未定 
・その他 例年 11 月に市川市文化会館で実施していましたが、文化会館の改修工事のため、

大洲中ブロックで開催します。参加は児童生徒のみとなります。 
     給食がありますので、お弁当は必要ありません。 

（２） 地区別音楽会 
・日 時 12 月 11 日（土）１０：００開演 
・場 所 大洲小学校体育館 
・参加者 吹奏楽部 
・発表曲 未定 
・その他 例年第八中ブロックと大洲中ブロックの合同開催でしたが、大洲中ブロックのみの

開催となります。合同演奏はありません。参加は児童生徒のみで、引率保護者可と
なっています。 

※ どちらも感染症の状況を見て、実施の有無を 9 月に再度判断いたします。 



ゲームは人間関係を形成する場になっている  
 ある調査によれば、小中学生の楽しみにしていることの 1 位は、男子「ゲームをすること」 女
子「おいしいものを食べること」だそうです。 
 コロナ禍で、休校措置や屋外での遊びが難しくなったことなどもあり、ゲームはより子供たちの
生活に深く入り込んできています。本校でも４・５・６年でオンラインゲームを利用している児童
が見られます。ゲームにつきましては機会を設けてお話ししたいと考えています。 
 ゲーム機の進化にはすさまじいものがあります。保護者の皆様が経験したゲームとは次元が異な
るくらい日々進化しています。ゲームは仮想世界のことではなく、人間関係を形成する場にもなり
つつあります。オンラインゲームを利用する際には、ご家庭でルールや約束事を決めて、声掛けや
見守りをお願いします。 
 
 

                      



 


